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●第62回十日町雪まつり
●市の機関が移転／窓口のお知らせ ほか
●戸別所得補償制度／コンビニ納付 ほか
●県議会選挙／障がい者福祉制度② ほか
●協働のまちづくり／しぶみ分署完成 ほか
●全国大会で大活躍／地産地消 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 －吉田小学校－

　2月18日㈮から20日㈰にかけて開催された第62回十
日町雪まつり。19日に開催された雪上カーニバルでは、
３万人の観客が音楽や雪花火を楽しんでいました。
（関連記事２ページ）

　2月18日㈮から20日㈰にかけて開催された第62回十
日町雪まつり。19日に開催された雪上カーニバルでは、
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①雪上カーニバル　②３組が同時に戦う雪上バレーボール・ツマリアンボール　③街角のいたるところに作られたオブ
ジェ　④コミュニティひろばの雪上茶席　⑤コミュニティひろばのキャラクターショー　⑥十日町雪まつりキャラクター
の「ネージュ」　⑦ほんやら洞ひろばのキャンドルデコレーション　⑧第29代ミス十日町雪まつり　⑨ひろばではアトラ
クションがたくさん　⑩石ぼとけひろばの温かいおもてなし　⑪じょんのびひろばのもちつき大会　⑫駅西口の雪の街角
作品コンテスト　⑬石ぼとけひろばの雪像　⑭神楽の郷・赤倉ひろばの音楽ステージ

第62回 十日町雪まつり
～雪を敵とせず、友としよう～　先人の思いを今につなげる

②⑤

③④

⑥

⑦⑧

⑨

⑫

⑩

⑬

⑪

⑭

①
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20
日
㈰
に
は
ク
ロ
ス
10
で
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
30
回
と
い
う
記
念
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

あ
り
、
初
代
か
ら
の
歴
代
ミ
ス
26
人
を
特
別
審
査
員
に

迎
え
て
の
華
や
か
な
選
考
会
と
な
り
ま
し
た
。
中
越
大

震
災
の
影
響
で
、
第
24
回
の
ミ
ス
コ
ン
は
非
公
開
で
の

開
催
で
し
た
が
、
そ
の
第
24
代
ミ
ス
３
人
が
ス
テ
ー
ジ

で
紹
介
さ
れ
、
心
温
ま
る
場
面
と
な
り
ま
し
た
。
運
営

に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
第
25
代
ミ
ス
の
冨
沢
好
美
さ
ん

︵
本
町
７
・
29
歳
︶
は
、「
節
目
の
年
に
歴
代
ミ
ス
と
し

て
参
加
で
き
た
こ
と
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
ミ
ス
卒

業
生
の
１
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
コ
ン
テ
ス
ト
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

︵
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：
関
田
秀
子
さ
ん
︶ 　

雪
ま
つ
り
の
期
間
中
、
各
ひ
ろ
ば
で
雪
ま

つ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ネ
ー
ジ
ュ
が
活
躍
し

ま
し
た
。ネ
ー
ジ
ュ
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
皮
切
り
に
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ

レ
モ
ニ
ー
や
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
に
出
演
。
各

ひ
ろ
ば
で
は
、子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、

「
か
わ
い
い
！
」「
写
真
を
撮
っ
て
い
い
で
す

か
」「
握
手
を
し
て
い
い
で
す
か
」
の
声
に

気
軽
に
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。
あ
る
ひ
ろ
ば

で
は
、
踊
っ
た
り
、
も
ち
つ
き
を
し
た
り
し

て
体
を
張
っ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年

の
雪
ま
つ
り
も
い
っ
ぱ
い
活
躍
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。︵
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：

根
津
明
義
さ
ん
︶

　

東
京
都
日
野
市
か
ら
駆
け
つ
け
、
地

元
の
雪
像
制
作
団
体
に
負
け
ず
何
度
も

入
賞
し
た
「
ひ
の
ス
ノ
ー
マ
ン
」。
今

回
で
20
回
目
の
参
加
で
、
延
べ
60
人
の

日
野
市
民
が
雪
像
を
制
作
し
ま
し
た
。

ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
館
長
の
中
能

孝
則
さ
ん
は
、「
最
初
に
雪
ま
つ
り
の

雪
像
を
見
た
と
き
、
こ
れ
は
お
も
し
ろ

い
と
思
い
ま
し
た
。
絵
描
き
が
下
絵
を

描
き
、
工
作
の
う
ま
い
人
が
模
型
を
作

る
な
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
雪
像
を

作
り
ま
す
。
こ
の
地
が
好
き
で
1
年
に

6
回
く
ら
い
来
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。︵
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：
髙
橋
都

さ
ん
︶

　

鉢
の
石
ぼ
と
け
ひ
ろ
ば
で
は
、
真
生

会
の
皆
さ
ん
が
威
勢
よ
く
お
出
迎
え
。

テ
ン
ト
内
の
い
ろ
り
の
周
り
に
は
、
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
花
火
大
会
や
演
奏
会
、

宝
探
し
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

名
ケ
山
の
つ
る
ぬ
ま
池
ひ
ろ
ば
で
は

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
め

飾
り
や
書
初
め
な
ど
も
い
っ
し
ょ
に
燃

や
し
て
、
今
年
の
運
勢
を
占
い
ま
す
。

点
火
役
は
、
う
さ
ぎ
年
生
ま
れ
の
皆
さ

ん
。
燃
え
上
が
る
火
は
、
離
れ
て
い
て

も
熱
く
な
る
ほ
ど
。
も
ち
つ
き
も
行
わ

れ
、
つ
き
た
て
の
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。火
力
が
収
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

竹
ざ
お
の
先
に
す
る
め
を
付
け
て
あ
ぶ

り
ま
す
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
１
年
元
気

で
い
ら
れ
る
と
か
。
素
朴
で
温
か
な
雪

ま
つ
り
を
た
ん
能
し
ま
し
た
。︵
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
：
門
脇
洋
子
さ
ん
︶

出
場
者
＆
歴
代
ミ
ス
の
豪
華
共
演

ネ
ー
ジ
ュ
が
活
躍

20
年
に
わ
た
り

　

雪
像
づ
く
り
に
参
加

温
か
な
お
も
て
な
し

 
２
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
第
62
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
�

市
内
で
は
２
人
が
死
亡
し
39
人
が
負
傷
�
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
記
録
的
な
豪

雪
の
中
で
の
開
催
で
し
た
�﹁
雪
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら
�
雪
国
の
暮
ら

し
は
ど
ん
な
に
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
﹂�
昭
和
25
年
に
日
本
で
最
初
に
始
め
た

雪
ま
つ
り
は
�
暗
い
雪
国
の
生
活
を
少
し
で
も
明
る
く
過
ご
そ
う
と
の
市
民
の

思
い
が
き
�
か
け
で
し
た
�﹁
雪
を
敵
と
せ
ず
�
友
と
し
よ
う
﹂�
十
日
町
雪
ま

つ
り
は
�
雪
と
と
も
に
暮
ら
し
た
先
人
の
�
自
然
へ
の
深
い
畏
敬
の
念
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
す
�

 
19
日
と
20
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
�
３
日
間
で
昨
年
を
上
回
る
延
べ
32
万
５
�

０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
�

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
十
日
町
雪
ま
つ

り
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
雪
上
カ
ー
ニ
バ

ル
」
に
は
、
延
べ
３
万
人
が
入
場
し
ま

し
た
。巨
大
な
雪
の
舞
台
は「
風
神
雷
神
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
セ
ン
タ
ー
階
段
は
太

陽
を
イ
メ
ー
ジ
、
後
光
を
背
景
に
配
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

「B
ig

 S
n
o
w

 F
estiv

al

」
と
題
し
た
シ

ョ
ー
は
、
タ
レ
ン
ト
の
遠
藤
章
造
さ
ん
・

加
藤
紀
子
さ
ん
の
司
会
で
開
演
。
き
も

の
シ
ョ
ー
に
続
き
、
氏
神
一
番
、
矢
沢

洋
子
さ
ん
、je

a
lk

b

、m
o
u
m

o
o
n

、

M
ay

 J.

、E
T

-K
IN

G

の
歌
で
ス
テ
ー
ジ

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
壮
大

な
雪
花
火
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

た
く
さ
ん
の

　
雪
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

　
18
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
皮
切
り
に

第
62
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
開
幕
。
19

日
に
は
交
流
を
し
て
い
る
横
浜
観
光
親

善
大
使
と
い
ぶ
す
き
花
の
女
王
の
皆
さ

ん
を
迎
え
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
20
日
に
は
ツ
マ
リ

ア
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
を
中
心
に

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

コ
ン
テ
ス
ト

　
20
日
に
は
ク
ロ
ス
10
で
、
十
日
町
市

の
観
光
親
善
大
使
を
選
ぶ
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
43
人
の
応
募

の
中
か
ら
予
選
会
を
通
過
し
た
28
人
が

出
場
。
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
を
着
て
、

審
査
員
と
１
、
５
０
０
人
の
観
客
の
前

で
思
い
思
い
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
30
回
の
記
念
コ
ン
テ
ス
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
歴
代
の
ミ
ス
十
日

町
雪
ま
つ
り
の
皆
さ
ん
を
招
待
。
26
人

の
歴
代
ミ
ス
の
皆
さ
ん
は
着
物
姿
で
審

査
員
を
努
め
、
会
場
を
華
や
か
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

オープニングフェスティバルで行われた園児のステー
ジショー

例年より１時間早く開演した雪上カーニバル

左から、第30代ミス十日町雪まつりに選ばれた井上み
なみさん、吉田衣里さん、髙野亜里紗さん

ミスの皆さんを紹介したウェルカムセレモニー

雪まつり
イベントアラカルト

市民リポーター
雪まつりリポート

4市報とおかまち　平成23年3月10日号市報とおかまち　平成23年3月10日号5

第62回十日町雪まつり
白い愛の祭典

第62回十日町雪まつり
白い愛の祭典



十日町市議会議長賞
「アリスinワンダーランド」

（本町1丁目四区合同）

十日町市観光協会長賞
「“はやぶさ”2,595日の旅」
（愛ing下条）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「ねがい念ずれば福来たる」

（三好園職員互助会）

十日町市文化協会連合会長賞
「跳」

（学校町1丁目町内会）

十日町青年会議所理事長賞
「越後の弥三郎婆伝説」

（北新会with新田イベント研究所）

地元新聞社賞
「風神・雷神・七福神」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

審査員賞
「ゲゲゲのまちおこし」

（三春会）

審査員賞
「“未来につなぐ皆の力”はばたけ！」

（南新田町1・2・3丁目合同）

十日町農業協同組合会長賞
「注文の多い料理店」

（ひのスノーマン）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「風の谷のナウシカ」

（のぞみの郷 新墾会）

十日町ライオンズクラブ賞
「『五穀豊穣』平安への祈り」

（上新田青壮年会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「トキ舞い降りる里」

（あてま有志の会）

ほくほく線賞
「ヤマト、十日町を救う」

（㈲花水農産）

三国コカ・コーラボトリング賞
「遥かなる銀河への旅立ち」

（関浅四季の会）

十日町商工会議所会頭賞
「十日町の新しい響　火の鳥ヤマト」

（本町７丁目 三和町 町内会）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「帰ってきたスーパーマリオ」

（城之古青年会）

十日町ロータリークラブ賞
「三太刀七太刀」
（上新田いずみ会）

十日町北ロータリークラブ賞
「STOP　温暖化！」

（㈱村山土建）

キリンビール賞
「ホエール ダイニング」

（下条いなかっぺ大将）

十日町地域森林組合長賞
「羽ばたき」

（鉢真生会〈水内貴英とゆかいな仲間たち〉）

十日町市長賞
「冬夜一夜物語〜精魔神転生〜」
（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市長賞
「翔（かける）」
（水沢雪まつり会）

　雪まつりの原点「雪の芸術展」には、芸術

部門32点、特別部門19点、学童部門18点の

計69点が出展されました。芸術部門に入賞

した22作品を紹介します。

　今年の特別表彰は下記の５団体です。 雪の
芸術展

～純白の造型美～

20回参加表彰
三好園職員互助会
愛ing下条
ひのスノーマン

25回参加表彰 城之古青年会

40回参加表彰 本町１丁目四区合同

〈特別功労賞〉（県外から20年連続参加）
ひのスノーマン

〈特別表彰受賞団体〉
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部など 移転する課など 移　　転　　先 移転日

教育委員会

・教育長
・教育総務課
・学校教育課

本庁舎　　 → 川西庁舎
３月22日㈫

・教育センター 情報館　　 → 川西庁舎

農業委員会

・農業委員会事務局
　（本局）

本庁舎　　 → 中里庁舎

３月28日㈪

・農業委員会
　十日町事務所

　　　【新設】本庁舎２階

産業観光部
・産業観光部長
・産業観光企画課
・産業振興課

本町分庁舎 → 本庁舎２階

建　設　部 ・都市計画課 本庁舎２階 → 本庁舎３階

　　㈶山の暮らし再生機構
　　・十日町市里山センター

すでに本庁舎から松代庁舎に移転しています

※市奨学金や就学援助に関
する書類受付や簡易な相
談は､本庁舎１階子育て支
援課でも取り扱います

☎763-2515

☎757-3286

自
動
交
付
機
の
利
用
登
録

印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

 

年
度
末
は
窓
口
の

 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

 

届
出
は
お
早
め
に

 
今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
�
転
出
日
・
転
出

先
が
決
ま
�
た
ら
�
早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
�
年
度
替
わ
り
の
こ

の
期
間
�
市
で
は
一
部
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す
�

 
ま
た
�
各
種
証
明
書
は
�
本
庁
で
は
土
・
日
曜
日
の
午
前
中
�
情
報
館
で
は

３
月
末
ま
で
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
も
発
行
し
て
い
ま
す
�
平
日
は
本
町
分
庁

舎
で
も
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

　
３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
手
続
き
や
証
明
書
の
発
行
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
、
休
日
の
前

後
や
昼
休
み
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ほ
か
の
時
間
を
利
用
す
る
と
、
待

ち
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

 

本
庁
の
窓
口
業
務
を

 

延
長
し
ま
す

 

延
長
窓
口
の
業
務
内
容

❶
戸
籍
関
係

❷
住
民
基
本
台
帳
関
係

❸
自
動
交
付
機
関
係

❹
印
鑑
登
録
・
証
明

❺
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

❻
外
国
人
登
録
関
係

❼
国
民
年
金
関
係

❽
国
民
健
康
保
険
関
係

❾
子
育
て
支
援
関
係

 
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務
及

び
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証
明
取

得
）
事
務
は
延
長
し
ま
せ
ん
。
午

後
５
時
ま
で
に
窓
口
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

注  意

問合せ

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

☎
７
５
７
︱
３
１
１
６

市
民
生
活
課
国
保
係

☎
７
５
７
︱
３
７
３
５

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

☎
７
５
７
︱
３
７
１
９

戸籍や住民票などの請求時に
本人確認を行っています

　戸籍法及び住民基本台帳法の改正によ

り、戸籍や住民票などの請求時に本人確認

を行っています。申請する場合は、免許証

や住基カード（写真付き）などの本人確認

書類をお持ちください。詳細は、市民生活

課市民年金係へ問い合わせてください。

　
延
長
窓
口
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
各
種
戸
籍
届
出

の
受
付
、
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍

証
明
書
の
発
行
な
ど

国
民
年
金
の
各
種
請
求
な
ど
の
受
付

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
申
請
な
ど
の

受
付

子
ど
も
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
医
療

費
助
成
に
関
す
る
申
請
な
ど
の
受
付

◎
延
長
期
間

　

３
月
22
日
㈫
〜
４
月
８
日
㈮

◎
延
長
時
間

：

午
後
７
時
ま
で

※
本
庁
窓
口
の
み
延
長
し
ま
す

※
延
長
時
間
中
は
、
対
応
す
る
職
員
が

少
な
く
な
る
た
め
、
お
待
た
せ
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

　
市
役
所
本
庁
舎
で
証
明
書
自
動
交
付

機
が
稼
働
し
た
こ
と
に
伴
い
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
に
開
設
し
て
い
た
情
報
館

の
証
明
書
発
行
窓
口
を
次
の
期
日
を

も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

◎
廃
止
日

：

３
月
末

◎
最
終
受
付
日

：

３
月
27
日
㈰

転
入
・
転
出
・
転
居
届
、
世
帯
主
変
更

届
の
受
付
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど

情
報
館
の
証
明
発
行
窓
口
を

廃
止
し
ま
す

こ
ち
ら
市
役
所
窓
口
で
す

　
長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
庁
舎
の
証
明
書
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
利
用

登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市の一部の機関が移転します ～教育委員会が川西に、
　　農業委員会が中里に～市の一部の機関が移転します

３月22日㈫以降

県から市への事務・権限の移譲について
～ 手続きなどが一部変更になります ～

　市では、市民の利便性向上と自治権強化を目的に、４月１日㈮から次の２項目の事務・権限

の移譲を受けることになりました。その内容と４月以降の担当をお知らせします。

【用語解説】
　事務・権限の移譲とは、地方分権の一つとして全国で進められ、住民の利便性向上や市町村の自治権強
化を図ることで、個性豊かな地域づくりを目的とします。県庁や県の地域機関が所管していた事務・権限
を、今後は住民に身近な市町村が担うというものです。

事務・権限の名称 変更内容 ４月以降の担当・問合せ

①母子保健の向上に関する
　事務（未熟児の訪問指導）

未熟児の訪問指導を市が行い
ます。（現在は県が実施）

健康支援課 母子保健係
☎757-9759

②火薬取締法事務（煙火の
　消費の許可）

花火などの火薬類の消費申請
の受理などを市が行います。

（現在は県が実施）

防災安全課 防災安全係
☎757-3197

■問合せ：企画政策課企画政策係　☎757-3193

　３月22日㈫に本庁舎内にある教育委員会が川西庁舎に、３月28日㈪に農業委員会が中里庁舎に移

転します。この移転に合わせて、本庁舎内に教育委員会窓口と農業委員会十日町事務所が新設されま

す。また、本町分庁舎に置かれている産業観光企画課と産業振興課が本庁舎２階に移転し、本庁舎内

では都市計画課が２階から３階に移転します。

　なお、この移転に伴い、農業委員会のみ直通の電話番号が変わります。そのほか、今回の再配置に

より支所の庁舎に教育委員会などの本庁機能が移転することから、支所の庁舎の名称を川西庁舎・中

里庁舎・松代庁舎・松之山庁舎と改めました。
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信
濃
川
、
そ
し
て
上
流
の
千
曲
川
・

犀
川
ま
で
サ
ケ
を
遡そ

上じ
ょ
う

さ
せ
る
運
動
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
新
潟
水
辺
の

会
」
で
は
、
今
年
も
�
サ
ケ
の
稚
魚
・

市
民
環
境
放
流
�
を
新
潟
県
（
信
濃
川
）

と
長
野
県
（
千
曲
川
）
で
行
い
ま
す
。

　
信
濃
川
で
は
、
宮
中
取
水
ダ
ム
下
流

で
、
同
会
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
協
働
し
て

25
万
尾
の
稚
魚
放
流
を
行
い
ま
す
。

　
大
き
く
成
長
し
た
数
多
く
の
サ
ケ

が
、
ま
た
こ
の
地
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と

を
願
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
放
流
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

：

３
月
21
日
（
春
分
の
日
）
午

後
２
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

■
放
流
場
所

：

Ｊ
Ｒ
東
日
本
宮
中
取
水

ダ
ム
下
流
右
岸
河
川
敷（
魚
道
付
近
）

■
集
合

：

午
後
１
時
30
分
　
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
第
２
駐
車
場

※
放
流
場
所
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
ち
ら
へ
駐
車
し
て

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
と
放
流
場
所
の

間
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
徒
歩
の
場
合
は
、
午
後
２
時
ま

で
に
放
流
場
所
へ
集
合
し
て
く
だ
さ

い

■
申
込
み

：

参
加
無
料
。
事
前
の
申
込

み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
時
間
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以

下
の
場
合
は
保
護
者
も
い
っ
し
ょ
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

：

当
日
は
ぬ
れ
て
も
良
い
服

装
（
雨
具
・
長
靴
な
ど
）
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
稚
魚
放
流
に
使

う
バ
ケ
ツ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

信
濃
川
・
清
津
川
対
策
室

☎
７
５
７

�

３
１
９
８

ミオンなかさと
第２駐車場

駐車場・集合場所

宮中橋

宮
中
ダ
ム

通
行
止

Ｒ
３
５
３

信濃川→

魚道

放流
場所

中里浄化
センター

通路（徒歩）

〈放流場所案内図〉

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

サ
ケ
の
稚
魚
・
市
民
環
境
放
流

　十日町市介護保険運営協議会は、介護保険の運

営などについて審議する機関です。

■募集人員：１人

■応募資格：市内に住所を有する満40歳以上（介

護保険被保険者）の人で、介護保険に関心があ

り、１年間に４回程度開催される協議会に出席

できる人

■委嘱期間：４月１日～ 26年３月31日（３年間）

■応募方法：所定の応募用紙（福祉課・各支所市

民課に配置）と「介護保険について日ごろ考え

ていること」を400字程度にまとめた作文を提

出してください。

■応募期限：３月25日㈮

■選考方法

　書類審査（結果は応募者全員に通知）

■応募・問合せ

　〒948-8501　十日町市千歳町３- ３

　福祉課介護保険係　☎757-3757

　４月から、市税がコンビニエンスストアでも

納付できるようになります。これにより、休日

や夜間でも市税を納めることができますので、

ぜひご利用ください。金融機関や郵便局でも従

来どおり納付できます。

■コンビニエンスストアで納めることができる市税

　○市・県民税（普通徴収のみ）

　○固定資産税

　○軽自動車税

　○国民健康保険税

■取り扱いコンビニエンスストア

　セブンイレブン、ローソン　ほか

　※取扱店は納付書に記載されていますので、

　ご確認ください

　※手数料は無料です

■問合せ

　税務課管理収納係　☎757-3113

十日町市介護保険運営協議会の
委員を募集します

コンビニエンスストアでも
市税が納付できます

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

本
格
実
施
が
始
ま
り
ま
す

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
概
要

　
国
で
は
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内

生
産
力
の
確
保
を
図
り
、
食
料
自
給
率

の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
実
施
さ
れ

た
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
対
象

を
、
水
田
の
み
か
ら
畑
作
物
に
も
拡
大

し
、
平
成
23
年
度
か
ら
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
を
本
格
実
施
し
ま
す
。

　
米
の
所
得
補
償
交
付
金
と
合
わ
せ
て

標
準
的
な
生
産
費
を
補
て
ん
す
る
も
の

と
し
て
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ

て
生
産
す
る
販
売
農
家
な
ど
に
対
し
て

「
当
年
産
の
販
売
価
格
」
が
「
標
準
的

な
販
売
価
格
」
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

そ
の
差
額
分
を
10
ａ
当
た
り
の
単
価
で

交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

：

米
の
所
得
補
償
交
付
金
の

交
付
対
象
者

　
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
粉
原
料

用
ば
れ
い
し
ょ
・
そ
ば
・
な
た
ね
を
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
を
行
う
販

売
農
家
な
ど
へ
、
標
準
的
な
生
産
費
と

販
売
価
格
の
差
額
分
に
相
当
す
る
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。
支
払
い
は
数
量
払

い
を
基
本
と
し
、
営
農
を
継
続
す
る
た

め
に
必
要
最
低
限
の
額
を
面
積
払
い
で

交
付
す
る
仕
組
み
で
す
。

交
付
対
象

：

対
象
作
物
ご
と
の
生
産
数

量
目
標
に
従
っ
て
、
販
売
目
的
で
生
産

（
耕
作
）
を
行
っ
た
販
売
農
家
な
ど

①
米
の
所
得
補
償
交
付
金
事
業

②
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
事
業

④
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
事
業

③
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金
事
業

　
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産

を
行
っ
た
販
売
農
家
な
ど
へ
、
標
準
的

な
生
産
費
と
販
売
価
格
の
差
額
分
に
相

当
す
る
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

：

米
の
生
産
数
量
目
標
に

従
っ
て
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
家
な
ど

交
付
単
価

：

１
５
、
０
０
０
円
／
10
ａ

（
モ
デ
ル
対
策
と
同
額
）

　
水
田
で
大
豆
・
そ
ば
・
米
粉
用
米
・

飼
料
用
米
な
ど
の
戦
略
作
物
を
生
産
す

る
販
売
農
家
へ
、
主
食
用
米
並
の
所
得

を
確
保
で
き
る
水
準
の
交
付
金
を
面
積

払
い
し
ま
す
。

交
付
対
象

：

販
売
目
的
で
対
象
作
物
を

生
産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家
な
ど

区　　分 平成23年産 平成22年産 増　　減

国   795万トン 813万トン △ 18万トン

新潟県
548,380トン 557,830トン △ 9,450トン

101,740 ha 103,490 ha △ 1,750 ha

十日町市
18,869.30トン 19,721.81トン △ 852.51トン

3,721.76 ha 3,897.59 ha △ 175.83 ha

平成23年産米の生産数量目標の配分

※十日町市の作付できる面積の割合は全水田面積の 66.2％です

 
昨
今
の
魚
沼
米
の
販
売
不
振
を
受
け
�
当
市
の
平
成
23
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
は
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
３
％
�
面
積
換
算
値
で
マ
イ
ナ
ス
１
７
５
 
と
な

り
ま
し
た
が
�
農
業
者
の
所
得
の
安
定
に
は
�
米
価
の
安
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
�
生
産
数
量
目
標
に
従
�
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
�

 
ま
た
�
生
産
調
整
地
は
有
効
活
用
し
不
作
付
地
を
解
消
し
つ
つ
�
農
業
者
の
所

得
向
上
及
び
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
�

ha

■
問
合
せ

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎
７
５
７

�

９
９
２
２

　
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課
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重度心身障がい者へ交通費の一部を助成しています

　市内在住で重度の障がい者手帳を持っている人へ、タクシー料金や通院費などの一部を助成してい

ます。希望する人は申請してください。

助成内容 対象 利用方法

①タクシー利用券：500円券を　最
大20枚（人工透析者は最大40枚）。

○身体障がい者手帳１・２級の人
及び３級で内部・視覚・下肢・
体幹障がいの人

○療育手帳Ａの人
○精神障がい者保健福祉手帳１級

の人

　利用券をタクシー降車時に金
券として支払ってください。

②タクシー利用料金助成：タクシー
利 用 料 金 の 半 額 を 助 成（ 上 限
2,000円）。最大12回（人工透析
者は最大24回）。

　タクシー利用時に利用者の記
名入りの領収書をもらい、市役
所に申請してください。後日、
本人口座に振り込みます。

③交通費助成：10,000円を助成（年
１回）。

○上記の障がい者で、自宅からの
直線距離が５㎞以上離れた病院
または障がい者施設に自家用車
で通う人（通院４回以上，通所
６か月以上）

　平成23年４月以降に病院で発
行された領収書４枚、または障
がい者施設で発行された通所証
明書を用意して申請してくださ
い。

④人工透析通院費助成：自宅から
診療所までの直線距離により、
1,500円〜3,000円／月を助成。

○人工透析のために、小千谷総合
病院十日町診療所に通院する人

　病院で発行された領収書を持
参して申請してください。

●問合せ　福祉課障がい福祉係☎757-3782、または各支所市民課

※①～④のいずれか１種類のみを選択できます。なお、①②④の助成は、事前に申請が必要です

 

投
票
資
格

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

②
４
月
10
日
現
在
で
満
20
歳
（
平
成
３

年
４
月
11
日
生
ま
れ
）
以
上
の
人

③
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か
ら
十
日

町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
　

※
１
月
１
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、
最
寄
り
の
市
町

村
か
ら
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
も
ら
い
、

前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
県
内
住

所
異
動
が
２
回
以
上
の
人
は
、
選
挙

資
格
が
あ
り
ま
せ
ん

※
県
外
に
転
出
し
た
人
は
、
選
挙
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん

 

入
場
券

　
入
場
券
は
、
は
が
き
で
お
届
け
し
ま

す
。
は
が
き
は
、
表
と
裏
の
下
の
隅
の

 

投
票
時
間

　
投
票
は
、
全
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
終
了

時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

終
了
時
間
と
投
票
所
を
よ
く
確
認
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
所

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券

が
届
い
て
い
な
い
人
も
投
票
は
で
き
ま

す
が
、
届
い
て
い
た
ら
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

 

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
事
前
に
「
郵
便
投
票
等

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
交
付
の
日

か
ら
７
年
間
（
要
介
護
者
は
介
護
認
定

の
有
効
期
間
）
有
効
で
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

　
か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の

　
障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
１
級

　
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級
か
ら

　
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

　
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
特
別
項

　
症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い

　
の
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が

　「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

　
人

※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

　
求
期
限
は
、
投
票
日
の
４
日
前
の
４

 
月
６
日
㈬
で
す

 

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
の

 

代
理
記
載
制
度

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
障
が
い

　
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
１

　
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
障
が
い
が
記

　
載
さ
れ
て
い
る
人

・
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
特

　
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

 

開
 
票

 

選
挙
区
と
定
数

■
日
 
時

：

４
月
10
日
㈰
午
後
９
時
〜

■
会
 
場

：

市
総
合
体
育
館

※
開
票
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp

://w
w

w
.city

.to
k
a
m

a
ch

i.

　lg
.jp

/

）
に
随
時
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、

　
開
票
所
で
も
公
表
し
ま
す

　
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
選
挙
区
（
十
日

町
市
・
津
南
町
）
定
数
２
人

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

 
県
議
会
議
員
選
挙
は
�
４
月
１
日
㈮
に
告
示
�
４
月
10
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
�
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密

接
な
選
挙
で
す
�
積
極
的
に
投
票
に
参
加
し
ま
し
�
う
�

■
問
合
せ

：

選
挙
管
理
委
員
会
︵
十

日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
︶
☎

７
５
７
︱
３
１
９
１

投票日
４月10日㈰

投　票　所 受付期間 受付時間

 十日町保健センター（市役所隣）
１階　選挙事務室

４月２日㈯　　
　〜４月９日㈯

午前８時30分　
　　〜午後８時

 川西庁舎１階　地域活動室

４月３日㈰　　
　〜４月９日㈯

午前８時30分　
　　〜午後７時

 中里庁舎３階　中会議室

 松代庁舎４階　多目的室

 松之山庁舎１階

※期日前投票所によって、受付期間と時間が異なりますのでご注意ください

【期日前投票所の受付期間と時間】

表
示
か
所
を
は
が
す
と
、
三
つ
折
り
に

な
っ
た
入
場
券
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ

シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
各
自
が
投
票
の

際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
投

票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
そ

の
場
で
直
接
投
票
箱
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
は
、
下

表
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
都
合
の

良
い
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
、
学
生
や
仕
事

な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
人
は
、
投
票
用
紙
を
専

用
封
筒
に
封
入
し
て
署
名
す
る
不
在
者

投
票
と
な
り
ま
す
。
学
生
や
仕
事
な
ど

で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
・

施
設
の
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
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障がい者の福祉制度①障がい者の福祉制度②
〜障がい者の各種医療費助成・手当・年金などの制度を紹介します〜

制度名 対象 制度概要

①重度心身障が
い者医療費助
成制度（県障）

○身体障がい者手帳１～３級の交付を
受けている人

○療育手帳Aの交付を受けている人
※本人及び家族の所得制限があります

外来：１回530円を除いた医療費を助成、医
師の処方による薬剤は全額助成

入院：１日1,200円を除いた医療費を助成
訪問看護：１日250円を除いた訪問看護療養

費を助成

②心身障がい者
医療費助成

療育手帳Bの交付を受けている人
※本人及び家族の所得制限があります

外来：１回530円を除いた医療費の２分の１
の額を助成、医師の処方による薬剤は２分
の１の額を助成

入院：１日1,200円を除いた医療費の２分の
１の額を助成

③精神障がい者
医療費助成

○精神科の特定の病名で入院治療を受
けている精神障がい者

○自立支援医療（精神通院）を受けて
いる精神障がい者

※生活保護者と後期高齢医療費制度加
入者を除きます

精神疾患での入院または通院医療費の自己負
担額の３分の１を助成（助成の限度額は月
10,000円）
外来：医療費１か月の自己負担額が530円以

上のものが対象
入院：医療費１か月の自己負担額が24,600

円以上のものが対象

④自立支援医療

○精神疾患の治療のため医療機関に通
院している人

○身体障がい者で更生医療を受けてい
る人（人工透析療法、角膜移植術な
ど障がいを除去・軽減するための医
療）

○18歳未満で育成医療を受けている
人（一定の所得以上の人を除く）

医療費の自己負担１割
※世帯の課税状況に応じて、１か月の自己負

担上限額を設定

⑤ひとり親家庭
等医療費助成

○母子家庭
○父子家庭
○親に重度の障がいのある児童とその

養育者（子が18歳に到達する年度
の３月末日まで）

※本人及び家族の所得制限があります

外来：１回530円を除いた医療費を助成、医
師の処方による薬剤は全額助成

入院：１日1,200円を除いた医療費を助成

⑥後期高齢医療
制度

○75歳以上の人
○65 ～ 74歳の下記に該当する場合で

加入を希望する人（加入手続きが必
要です）

・身体障がい者手帳１～３級の交付を
受けている人

・養育手帳Ａの交付を受けている人
・障がい基礎年金、障がい年金受給者

など

医療費の自己負担１割（所得によっては３割）
〈任意加入しない場合の医療費〉
・65 ～ 69歳の人は自己負担３割
・70 ～ 74歳の人は自己負担１割（所得に

よっては３割）
※保険料負担は、加入していた保険や所得、

資産状況などにより、従来と比べて増額す
る場合があります

■担当・問合せ

　①〜④・⑦〜⑪・⑭は福祉課障がい福祉係☎757-3782、⑤は子育て支援課子育て支援係☎757-3719、　　

　⑥は市民生活課国保係☎757-3735、⑫・⑬は市民生活課市民年金係☎757-3748、または各支所市民課

制度名 対象 支給額

⑦特別障がい者
手当

20歳以上で、重度の障がいを重複しているため、日
常生活に常時特別の介護を必要とする人
※施設に入所している人や病院に３か月以上入院し

ている人を除く
※平成23年１月から障がい基準に視野障がいの程度

が明記されました
※本人および家族の所得制限があります 

月額26,440円

⑧障がい児福祉
手当

20歳未満で、重度の障がいのため、日常生活に常時
介護を必要とする児童
※施設に入所している児童を除く
※本人および家族の所得制限があります 

月額14,380円

⑨特別児童扶養
手当

20歳未満で、重度または中度の障がいがある児童を
養育している保護者
※対象児童が児童福祉施設などの施設に入所してい

るときや障がいを事由とする公的年金給付を受け
ることができるときは対象外

※本人および家族の所得制限があります 

児童１人につき
１級　…　月額50,750円
２級　…　月額33,800円
 ４月から改定予定額
 １級　…　月額50,550円　
 ２級　…　月額33,670円

⑩重度心身障が
い者介護手当
支給事業

○在宅の65歳未満の身体障がい者手帳所持者で１級
または規則で定める程度で、日常生活で常時の介
護を必要とする人

○在宅の20歳未満の障がい児者で、身体障がい者手
帳２級または規則で定める程度で、日常生活で常
時の介護を必要とする人

介護者に対して障がい児者１
人につき月額5,000円

⑪在宅重度重複
障がい者介護
見舞金

　（県事業）

在宅の重度重複障がい者を常時介護している人で次
のすべてを満たす人
①療育手帳「Ａ」の交付を受けている人
②身体障がい者手帳１級の交付を受けていて、障が

いが重複している人
※本人および家族の所得制限があります 

介護者に対して月額20,000円

制度名 対象 支給額

⑫障害基礎年金

国民年金に加入していた人が、加入期間中に初診日
のある傷病によって、１級または２級の障がい状態
になったとき支給されます。また、20歳前に初診日
がある場合は、20歳に達したときから受給できます。

（１級と２級があります。障がい者手帳の等級とは異
なります）
※20歳前傷病による年金請求は所得制限があります
※国民年金保険料の滞納期間が長いと該当しない場
　合があります

年金額（平成22年度）
１級　990,100円
２級　792,100円

⑬障害厚生年金

厚生年金に加入していた人が、加入期間中に初診日
のある傷病によって、１級または２級の障がい状態
になったとき、障害基礎年金と障害厚生年金が併せ
て支給されます。障害厚生年金として独自の３級や
障がい手当金があります。

個別に計算されます。

⑭心身障がい者
扶養共済

○加入できる人
心身障がい者の保護者で、次の条件をすべて満たす人
◇年齢が65歳未満の人（４月１日現在）◇市内に住
所がある人◇特別な疾病や障がいがない人
○共済の対象となる心身障がい者
①知的障がいがある人
②身体障がい者手帳の１級から３級までを所持する人
③障がいの程度が、①または②と同程度と認められ

る人（精神疾患、脳性麻痺、進行性筋萎縮症、自閉症、
血友病など）

加入者が死亡、または重度障
がいになったとき、障がいの
ある人に支給
　加入口数　　月　額
　１口　　　20,000円　　
　２口　　　40,000円
※掛金：9,300円～ 23,300円
（加入時の年齢により異な
ります）

医療費の助成 障がい者の医療費の負担を軽減します

手　　当

年金など

介護を必要とする在宅の障がい者、またはその介護者に支援する手当などです

障がい者の生活を支えるための制度です

( (
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
開
催

〜
源
流
か
ら
本
流
へ
「
新
し
い
公
共
」
の
こ
れ
か
ら
〜

■
ご
近
所
の
力
は
行
政
の
力
の
約
８
倍

　
昭
和
35
年
に
災
害
対
策
救
助
法
が
成

立
す
る
ま
で
は
、
自
然
災
害
で
の
死
亡

者
数
が
全
国
で
年
間
６
、
０
０
０
人
前

後
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
法

律
で
防
災
や
災
害
対
策
は
行
政
が
担
う

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
平

成
７
年
ま
で
は
、
年
間
１
、
０
０
０
人

を
切
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、当
時
は
だ
れ
も
が
「
防
災
＝
行
政
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
７
年
に
６
、
０
０

０
人
近
い
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
阪
神
淡

路
大
震
災
が
発
生
し
、
そ
れ
ま
で
の
考

え
が
変
わ
り
ま
す
。
地
震
の
倒
壊
現
場

で
は
、
警
察
や
消
防
な
ど
が
救
っ
た
人

数
よ
り
、
近
所
の
人
が
救
っ
た
人
数
が

約
８
倍
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
被
害
が

大
き
す
ぎ
て
、
警
察
や
消
防
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
と
き
住

民
は
、「
行
政
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で

は
ダ
メ
、
地
域
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
大
事
だ
」
と
気
付
き
ま
し
た
。

■
﹁
支
援
力
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
受
援
力
﹂

 
を
高
め
よ
う

考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
事

な
の
は
、
受
け
入
れ
る
側
が
、
そ
れ
な

り
の
覚
悟
と
準
備
、
責
任
を
持
つ
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
「
受
援
力
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
担
い
手
を
求
め
る
だ
け
で
な

く
、
受
け
る
側
が
受
援
力
を
高
め
て
、

「
ド
シ
ロ
ウ
ト
」
が
来
て
も
そ
れ
な
り

の
雪
か
き
者
に
仕
立
て
る
力
を
備
え
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
担
い
手
確
保
の

う
え
で
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
地
域
み
ん
な
で
﹁
小
さ
な
役
場
﹂
を

 
つ
く
ろ
う

　
長
岡
市
山
古
志
に
、
地
域
の
人
た
ち

が
走
ら
せ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
あ
り
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
廃
止
を
き

っ
か
け
に
、
地
元
の
建
設
会
社
、
清
掃

会
社
、
車
両
整
備
工
場
が
中
心
に
な
っ

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
山
古
志
の
住

民
の
９
割
以
上
が
会
員
と
な
り
、
一
人

５
、
０
０
０
円
の
年
会
費
を
払
っ
て
バ

ス
を
運
行
・
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
赤
字
補
て
ん
し
て
も
利

用
者
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
路
線
バ
ス

か
ら
、
発
足
か
ら
３
か
月
で
１
万
人
が

利
用
す
る
優
良
バ
ス
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
人
口
１
、４
０
０
人
の
村
で
、

1
万
人
で
す
。
行
政
の
補
助
は
赤
字
補

て
ん
し
て
い
た
額
の
10
分
の
１
で
す
。

　
山
古
志
の
場
合
は
、
公
共
交
通
と
い

う
地
域
課
題
の
受
け
皿
が
住
民
た
ち
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
組
織
が
、

　
こ
の
こ
と
は
雪
処
理
で
も
同
じ
で

す
。
し
か
し
、
豪
雪
地
で
は
高
齢
化
が

全
国
平
均
よ
り
進
み
、
お
ま
け
に
過
疎

も
進
ん
で
い
る
の
で
、
雪
処
理
を
担
う

「
ご
近
所
の
力
」
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

担
い
手
の
確
保
が
一
番
の
課
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
18
年
豪
雪
を
機
に
、

「
越
後
雪
か
き
道
場
」
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
で
雪
処
理
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
る
よ
う
な
「
ヤ
ク
タ

タ
ズ
」
を
あ
え
て
相
手
に
し
、
道
場
で

の
座
学
・
実
学
を
と
お
し
て
、
雪
か
き

の
担
い
手
に
仕
立
て
る
も
の
で
す
。
今

年
で
５
年
目
と
な
り
、
通
算
約
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
雪
処
理
は
、
担
い
手
や
道
具
な
ど
支

援
す
る
側
の
力
を
高
め
る
こ
と
ば
か
り

バ
ス
だ
け
で
な
く
除
雪
な
ど
を
請
け
負

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、「
地
域
の
こ
と

が
分
か
る
地
域
の
人
」
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
住
民
の
組

織
を
、「
小
さ
な
役
場
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。地
域
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
で
担
う
。

役
所
は
縦
割
り
を
見
直
し
て
財
源
を
生

む
。
生
ま
れ
た
お
金
は
小
さ
な
役
場
に

渡
す
。
お
金
の
管
理
責
任
が
生
ま
れ
れ

ば
、
小
さ
な
役
場
は
さ
ら
に
き
ち
ん
と

し
た
組
織
に
な
り
ま
す
。

　
行
政
が
あ
れ
も
こ
れ
も
と
や
れ
る
時

代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
こ
と
は

地
域
の
人
が
や
っ
た
方
が
、
地
域
に
と

っ
て
も
プ
ラ
ス
で
す
。そ
れ
を
担
う「
小

さ
な
役
場
」
を
住
民
が
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
過
疎
高
齢
化
地

域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

●
協
働
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
と
お
か
ま
ち
流

　「
新
し
い
公
共
」
の
実
践

　
協
働
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、市
内
で「
新

し
い
公
共
」
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
団
体
が
実
践
事
例
を
発
表
（
Ⅰ

〜
Ⅳ
）
し
、
そ
の
後
、
関
口
市
長
か
ら

新
し
い
提
案
が
あ
り
ま
し
た
（
Ⅴ
）。

Ⅰ
 
中
山
間
地
集
落
の
支
援
／

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
 
多
田
朋
孔

氏
・
門
脇
洋
子
氏
・
深
山
恭
介
氏

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
日
ご

ろ
の
活
動
内
容
（
地
域
の
共
同
作
業
や

高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
）
や
今
後
の

目
標
を
発
表
。
全
国
の
過
疎
集
落
が
目

標
と
す
る
よ
う
な
成
功
集
落
を
つ
く
り

た
い
な
ど
、
力
強
く
発
言
し
ま
し
た
。

Ⅱ
 
市
民
活
動
団
体
の
支
援
／

 
十
日
町
市
ら
し
い
市
民
活
動
推
進
ネ

�
ト
ワ
ー
ク
 
代
表
 
渡
貫
文
人
氏

　
市
民
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

関
係
者
が
集
ま
っ
て
組
織
し
た
団
体
。

今
後
の
方
針
を
発
表
し
、
い
っ
し
ょ
に

か
か
わ
る
仲
間
を
募
集
し
ま
し
た
。

Ⅲ
 
こ
れ
か
ら
の
住
民
自
治
／

 
十
日
町
市
地
域
協
議
会
連
絡
協
議
会

会
長
 
生
越
誠
一
氏

　
現
在
、
地
域
協
議
会
を
中
心
に
進
め

て
い
る
、
地
域
自
治
組
織
の
見
直
し
の

概
要
を
報
告
。
市
か
ら
地
域
へ
助
成
し

て
い
る
補
助
金
な
ど
を
ま
と
め
、
交
付

金
と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ⅳ
 
十
日
町
市
の
﹁
協
働
﹂
／

 
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
チ
ー
ム

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の

取
り
組
み
の
う
ち
、
市
民
活
動
見
本
市

「
め
っ
か
め
っ
か
」、
お
ら
ど
こ
の
棚
田

体
感
ツ
ア
ー
、
大
地
の
宵
祭
り
を
開
催

し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。「
新
し
い
公

共
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
も
発
表
し

ま
し
た
（
市
報
2
月
25
日
号
参
照
）。

Ⅴ
 
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
条
例
策
定
に

 
向
け
て
／
十
日
町
市
長
 
関
口
芳
史

　
自
治
体
の
憲
法
と
も
呼
ば
れ
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
条
例
（
自
治
基
本
条

例
）」
の
策
定
を
目
指
し
て
、
23
年
度

か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
を
提
案
。
中

央
集
権
か
ら
地
方
分
権
、
地
域
主
権
へ

と
進
む
自
治
の
流
れ
、
市
内
で
も
「
新

し
い
公
共
」
の
担
い
手
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
だ
か
ら
こ
そ
ま

ち
づ
く
り
の
条
例
を
制
定
し
た
い
と
話

し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
策
定
し
て

い
く
過
程
で
市
民
の
関
心
や
機
運
が
高

ま
る
こ
と
が
重
要
で
、
市
の
将
来
像
や

実
現
に
向
け
た
方
針
、
仕
組
み
な
ど
を

明
確
化
し
、
市
民
み
ん
な
が
共
有
で
き

る
条
例
を
目
指
し
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
講
演

　「
地
域
に
生
き
る
」
と
は

　
　
〜
新
し
い
公
共
と
地
域
再
生
〜

　
講
師
　
上
村
　
靖
司
　
氏

　
　（
長
岡
技
術
科
学
大
学
工
学
部 

准
教
授
）

●
昭
和
41
年
、
新
潟
県
川
口
町
（
現
長
岡

　
市
）
生
ま
れ

●
専
門
は
雪
氷
工
学
。
中
越
地
震
を
契
機

　
と
し
て
、
被
災
地
の
地
域
復
興
計
画
策

　
定
や
地
域
復
興
支
援
に
関
わ
る
。

●
中
山
間
豪
雪
地
域
の
除
雪
支
援
と
し
て

　「
越
後
雪
か
き
道
場
」
を
主
宰
し
、防
災
・

　
地
域
振
興
の
実
践
に
取
り
組
む
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
32

　２月27日㈰、市民会館で「協働のまちづくりフォーラム

2011」が開催され、約300人が講演や実践発表などをとおし

て、「新しい公共」について情報交換しました。
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十日町地域消防署しぶみ分署完成！

　
市
の
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
計
画
と
な
る
「
十
日
町
市
住
生

活
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

３
月
14
日
㈪
〜
28
日
㈪

◇
計
画
案
の
閲
覧
場
所

・
都
市
計
画
課
、
各
支
所
農
林
建
設
課

・
各
地
区
公
民
館

・
情
報
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
都
市
計
画

課
に
書
面
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
各
閲
覧
場
所
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す

◇
問
合
せ

：

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

〒
９
４
８

�
８
５
０
１
十
日
町
市
千

歳
町
３

�
３
�
☎
７
５
７

�

９
９

３
５
�
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２

�

４
６
３

５
�
電
子
メ
ー
ル

：t-to
shi@

c
ity

.

to
k
a
m

a
c
hi.lg

.jp

住
生
活
基
本
計
画
案
に

対
す
る
意
見
を
募
集
し

ま
す

　「しぶみ分署」の業務開始に伴い、次の日程で各分遣

所が移転します。

◆松 代 分 遣 所：３月15日㈫（開署準備のため先行移転）

◆松之山分遣所：４月１日㈮

皆さんの来場をお待ちしています！

しぶみ分署施設見学会
３月27日㈰ 午後１時～４時

十日町地域消防署しぶみ分署
〒942-1402　十日町市松之山小谷969-5

☎597-2310　FAX597-2309

※しぶみ分署は、旧松代分遣所の
　電話番号になります。松之山地
　域の皆さんは注意してください

　松代分遣所と松之山分遣所は、小谷地内に新築した「十日町地域消防署しぶみ分署」に統合し、

４月１日から業務を開始します。

まつだい駅

池尻

松代分遣所
松代支所

松之山分遣所

松之山支所
353

253

253

池尻

至室野

至上越

至松之山

353
403

253

しぶみ分署

403

　参加グループ（１グループ５人）を２チームに

分け、リレー形式で24時間もちをつき続ける対

抗戦。Ustream（ユーストリーム）によるライ

ブ中継も行いますので、会場で、自宅で、体力の

限界に挑む出場者を応援しませんか。

　来場者がもちつき体験できるコーナーもありま

す。つきあげたもちの一部は、当日会場でふるま

います。

24時間耐久餅つきレース
うさぎに挑戦?!五穀豊穣祈願
How many もちペッタン24

26日正午スタート―27日正午ゴール 　十日町市自慢のコシヒカリと食材がふんだん

に使われた新メニューを、来場した皆さんに試

食・審査してもらいます。部門は「まんまグルメ」

「おかず・お友」「スイーツ」の３つで、それぞれ

５品程度を用意。部門ごとに選ばれた最優秀メ

ニューは、『妻有御膳』として表彰する予定です。

　なお、数に限りがありますので、試食してみた

い人はお早めに！

コシヒカリ料理・コシヒカリの友
新・お米グルメ選手権

　両日とも午前10時30分〜正午（予定）

　こめ米道楽まつりが開催される２日間、市内の

飲食店（一部）で、各店オリジナルの「新・お米

グルメ」を味わえます。

　参加店やメニューなど詳細は、イベント当日に

配布されるガイドブックまたは市観光協会ホーム

ページをご覧ください。

地元飲食店の自慢の料理に舌鼓
心粋の食めぐり

　市では、農林水産省の補助事業を活用し、「日本一の十日町 心
こころ

粋
いき

の食」事業を実施して“食”に

よる地域活性化を目指します。事業では、コシヒカリと地元食材にこだわった新メニューを開発。『こ

め米道楽まつり』でお披露目しますので、皆さんも新メニューの試食・審査に参加しませんか。

■日時：３月26日㈯・27日㈰
    午前10時～午後３時
■会場：キナーレほか

こめ米
道　楽
まつり

こめ米
道　楽
まつり

「日本一の十日町心粋の食」事業

おかず？
ごはん？

おやつ？

■問合せ：市観光協会☎757-3345
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連
携
強
化

・
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
を

支
援
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

・「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
に
基
づ

く
、
児
童
生
徒
の
視
点
に
立
っ
た
特

別
支
援
教
育
の
実
施

４
 
児
童
生
徒
の
交
流
を
推
進
し
�
社

会
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
�

・
小
学
校
間
や
小
・
中
学
校
間
の
交
流

の
充
実
に
よ
る
相
互
理
解
の
促
進

・
小
学
生
は
中
学
校
生
活
に
期
待
を
、

中
学
生
は
だ
れ
か
の
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
た
め
の
交
流

活
動
の
実
施

　
こ
れ
ま
で
、
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
23

年
度
の
計
画
案
を
基
に
、
教
員
を
対
象

と
し
た
学
習
会
を
２
回
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
各
中
学
校
区
の
現
状
や
課

題
を
踏
ま
え
て
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿

や
指
導
の
重
点
な
ど
を
検
討
し
、
推
進

計
画
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。
来
年
度
は

よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
各
中
学
校

区
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実

施
し
て
い
く
の
で
す
か
�

Ａ
　「
十
日
町
市
小
中
一
貫
教
育
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
お
も
に
次
の
４

項
目
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
 
学
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
及
び
学

習
習
慣
の
確
立
を
図
り
ま
す
�

・
全
体
を
見
通
し
た
指
導
計
画
の
検
討

・
小
学
校
５
・
６
年
と
中
学
校
１
年
の

つ
な
が
り
を
重
視
し
た
指
導
体
制
の

工
夫

・
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
方
法
や
、

自
主
的
な
学
習
の
在
り
方
の
検
討

２
 
中
１
ギ
ャ
�
プ
の
解
消
と
豊
か
な

心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
�

・
小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
取
り
組
む

指
導
の
明
確
化
と
実
践

・
９
年
間
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

目
標
の
設
定
と
指
導
体
制
づ
く
り

・
中
学
校
区
の
課
題
解
決
に
向
け
た
教

職
員
と
保
護
者
の
協
力
体
制
の
整
備

３
 
特
別
支
援
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
ま
す
�

・
市
立
の
特
別
支
援
学
校
（
平
成
25
年

４
月
開
校
予
定
）
や
関
係
機
関
と
の

その4

十
日
町
市
が
進
め
る
﹁
小
中
一
貫
教
育
﹂
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
�

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

Ｑ
＆Ａ

小
中
一
貫
教
育

Ｑ
＆Ａ

地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

No.7

No. ７オータムポエム

�
雪
に
適
応
し
た
ユ
キ
ツ
バ
キ
�

　「
背
を
か
が
め
て
微
笑
み
返
す
　
花

は
越
後
の
雪
椿
」
と
歌
わ
れ
る
小
林
幸

子
さ
ん
の
名
曲
﹃
雪
椿
﹄。
雪
国
の
ブ

ナ
林
を
代
表
す
る
植
物
の
一
つ
が
、
こ

の
ユ
キ
ツ
バ
キ
で
す
。

　
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
北
陸
か
ら
東
北
の
日

本
海
側
を
中
心
に
分
布
し
、
中
で
も
新

潟
県
で
は
最
も
高
密
度
で
生
育
量
も
多

く
、
十
日
町
市
で
も
多
く
の
ブ
ナ
林
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
い
花
と
ツ

ル
ツ
ル
し
た
常
緑
の
葉
、
地
面
を
は
う

よ
う
な
樹
形
が
特
徴
の
樹
木
で
す
。

　
こ
の
ユ
キ
ツ
バ
キ
、
雪
と
非
常
に
密

接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
冬
に
は
４
ｍ

以
上
も
の
雪
が
積
も
る
十
日
町
市
。
雪

の
重
さ
は
相
当
な
も
の
で
す
。
ユ
キ
ツ

バ
キ
は
と
い
う
と
、
雪
の
あ
る
間
は

ぴ
っ
た
り
と
地
面
に
押
し
つ
け
ら
れ
て

過
ご
し
ま
す
。「
折
れ
た
り
曲
が
っ
た

り
し
な
い
の
？
」
と
不
思
議
で
す
が
、

ユ
キ
ツ
バ
キ
の
枝
は
と
て
も
し
な
や
か

で
、
重
い
雪
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
も
、

折
れ
た
り
裂
け
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
解
け
後
す
ぐ
に

立
ち
上
が
り
、緑
色
の
葉
っ
ぱ
が
現
れ
、

光
合
成
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
地
面

に
付
い
た
枝
か
ら
は
根
が
発
生
し
、
高

く
高
く
と
い
う
よ
り
は
、
横
へ
横
へ
と

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
雪
の
少
な
い
地
域
に
生
息
す
る
近
縁

種
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
に

も
な
り
ま
す
が
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
多
雪

環
境
に
適
応
す
る
た
め
に
、
し
な
や
か

な
枝
や
高
く
な
ら
な
い
性
質
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
４
〜
５
月
、
ブ
ナ
林
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
可
憐
な
花
を
つ
け
る
ユ
キ

ツ
バ
キ
が
、
背
を
か
が
め
て
微
笑
み
返

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
 
キ
�
ロ
ロ
 

 
 
 
 
 
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

ユキツバキ

冬の寒さの中、ハウスでゆっくり成長することで甘みを蓄える
オータムポエム。黄色の花が春を感じさせます。

　川西地域にある㈱あいポート仙田では、真冬のハウスの中

で気温を５℃に保ちながらオータムポエム（アスパラ菜）を

生産しています。寒い冬に育てるからこそ、甘みのあるオー

タムポエムになります。ハウスの中、虫があまりつかない冬

の生産のため、無農薬で栽培することができます。青物がな

い冬の時期、茎は太くて甘く、花もおいしく食べられます。

300g150円と手ごろな価格で道の駅「瀬替えの郷せんだ」

で販売していますので、ぜひ一度お試しください。

〈収穫時期〉12月～３月

〈おいしい食べ方〉

　おひたし、和え物、炒め物、漬物、生で（太い茎）など

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

全国大会で十日町市勢が大活躍
　相次いで開催されたスキー大会で、十日町市から

出場した選手が大活躍しました。各大会の入賞者を

紹介します。（敬称略）

○男子５kmフリー：春日耀介／６位○男子５kmク
ラシカル：春日耀介／２位、栁大地／４位○男子リ
レー：新潟県チーム（小澤幹、栁大地、春日耀介）
１位○女子３kmフリー：齋木愛里紗／２位、酒井
梨奈／４位○女子３kmクラシカル：酒井梨奈／３
位、齋木愛里紗／７位、佐野涼香／８位○女子リレ
ー：新潟県チーム（佐野涼香、酒井梨奈、齋木愛里
紗）１位（以上吉田中）

第48回 全国中学校スキー大会
２月７日㈪〜10日㈭　福島県猪苗代町

○男子15kmフリー：佐藤友樹／１位、藤ノ木光／
３位○男子10kmクラシカル：藤ノ木光／８位○男
子リレー：十日町高校（大島宗則、藤ノ木光、小林
洋介、佐藤友樹）２位○女子10kmフリー：大平麻
生／２位○女子５kmクラシカル：大平麻生／４位

（以上十日町高校）○男子リレー：十日町総合高校（田
中正輝、柿﨑祐司、安部拓也、羽鳥拓哉）10位○
女子10kmフリー：長谷川悠／３位（十日町総合高校）
○学校対抗：十日町高校（男子）総合２位、十日町
高校（女子）総合８位

第60回 全国高等学校スキー大会
２月６日㈰〜10日㈭　岩手県八幡平市

○男子10kmフリー：佐藤友樹／１位○男子10kmク
ラシカル：佐藤友樹／１位、藤ノ木光／４位○女子
５kmフリー：大平麻生／２位○女子５kmクラシカ
ル：大平麻生／２位、坂詰和絵／９位（以上十日町
高校）○男子10kmクラシカル：田中正輝／ 10位○
女子５kmクラシカル：長谷川悠／８位（以上十日
町総合高校）

第23回 全国高等学校選抜スキー大会
２月18日㈮〜20日㈰　岐阜県高山市

○男子10kmクラシカル：佐藤友樹／２位、藤ノ木
光／５位○男子リレー：新潟県チーム（藤ノ木光、
佐藤友樹）１位○女子５kmクラシカル：大平麻生
／３位○女子リレー：新潟県チーム（大平麻生）２
位　（以上十日町高校）

第66回 国民体育大会冬季大会スキー競技会
２月12日㈯〜15日㈫　秋田県鹿角市
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第
40
回
な
か
さ
と
交
流
会

　田沢本村の村山民治さん（60歳）。

山菜採りや渓流釣りなど、山歩きを

趣味にしています。十日町猟友会に

も所属していて、クマやイノシシな

どの被害によって鳥獣対応パトロー

ル要請が届くたび、村山さんは家業

の傍ら毎日のように出かけたそうで

す。また、この冬は新たにイノシシの生態調査の仕

事を引き受けました。雪の中の足跡や寝床跡を見つ

けるのだそうです。農作物が動物の被害にあって

困っている人には応えたいそうですが、猟友会の会

員は高齢化・減少傾向にあります。「仲間もいるので、

元気なうちは続けたい」と話す村山さん。猟友会の

指導の下、農家の人が使

えるタヌキ用の捕獲機が

あるとのことで、「捕獲

許可期間に限りますが、

借りたい人は声をかけて

ほしい」と話していまし

た。

　

本
来
は
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
と
い
う
悪
声

で
す
が
、
ほ
か
の
鳥
な
ど
の
も
の
ま
ね

が
う
ま
い
こ
と
で
有
名
で
す
。
飼
え
ば

人
に
馴
れ
る
よ
う
で
、
ず
っ
と
前
に
あ

る
人
が
オ
バ
と
い
う
名
で
飼
っ
て
い

て
、「
オ
バ
た
ば
こ
持
っ
て
来
て
く
れ
」

と
言
う
と
、
た
ば
こ
の
入
れ
物
を
引
き

ず
っ
て
き
て
み
じ
ょ
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
個
体
は
少
な
い
で
す
が
、
絶
滅
す

る
こ
と
な
く
種
族
が
続
い
て
い
る
の

で
、
案
外
た
く
ま
し
い
よ
う
で
す
。

　
﹃
遠
野
物
語
﹄
に
は
、＂
あ
る
人
が
カ

ケ
ス
を
撃
っ
た
と
こ
ろ
、
何
千
何
百
も

の
仲
間
が
報
復
に
押
し
寄
せ
困
惑
し

た
＂
と
い
う
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。
カ

ラ
ス
の
仲
間
は
集
団
で
襲
う
傾
向
に
あ

る
の
で
ご
用
心
。

︵
文　

高
橋
八
十
八
・
絵　
﹃
原
色
少
年

動
物
図
鑑
﹄
よ
り
︶

　
﹃
雪
地
獄
﹄
の
様
相
を
示
し
た
23
豪

雪
も
矛
を
収
め
た
ら
し
い
、
２
月
９
日

の
朝
、窓
の
外
を
カ
ケ
ス
︵
カ
ラ
ス
科
︶

が
１
羽
飛
ん
で
、

杉
の
大
木
に
垂
直

に
止
ま
り
ま
し

た
。
彼
ら
に
は
こ

の
よ
う
な
技
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

続
い
て
も
う
１
羽

飛
来
し
て
枝
に
止
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
別
の
方
角
か
ら
２
羽
の
カ
ケ
ス
が

飛
ん
で
来
て
、
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

豪
雪
の
中
、
２
つ
が
い
の
カ
ケ
ス
が
生

息
し
て
い
た
の
で
す
。

　
２
月
８
日
㈫
か
ら
14
日
㈪
ま
で
の
７

日
間
、
早
稲
田
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
「
ま
つ
だ
い
早
稲
田
じ
ょ

ん
の
び
ク
ラ
ブ
」
の
23
人
が
、「
ま
つ

だ
い
雪
ほ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１
」

で
蒲
生
集
落
を
訪
れ
ま
し
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
の
活
動
は
、
今
回
で

14
回
目
。
学
生
た
ち
は
、
雪
ほ
り
や
カ

モ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
雪
上
運
動
会
）、
民

泊
な
ど
を
と
お
し
て
集
落
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
雪
ほ
り
は
、
集
落
の
皆
さ
ん
な
ど
が

指
導
し
な
が
ら
、
蒲
生
・
名
平
集
落
の

５
か
所
で
作
業
。
か
ん
じ
き
を
履
い
て

屋
根
に
上
が
っ
た
り
、
落
と
し
た
雪
を

片
づ
け
た
り
と
、
い
っ
し
ょ
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
作
業
し
た
学
生
は
、「
想

像
し
て
い
た
フ
ワ
フ
ワ
の
雪
と
違
っ

て
、
固
く
て
重
い
で
す
。
大
変
だ
け
ど

楽
し
い
で
す
ね
」
と
都
会
で
は
体
験
で

き
な
い
大
雪
に
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
巨
大
な
か
ま
く
ら
が
作
ら
れ
た
会
場

で
の
カ
モ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
り
か
ら
転

げ
落
ち
る
�
そ
り
レ
ー
ス
�
や
雪
玉
が

割
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
出
の
�
雪
玉
こ

ろ
が
し
�
な
ど
、
学
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
学

生
た
ち
が
蒲
生
の
棚
田
で
栽
培
し
た

「
じ
ょ
ん
の
び
米
」
の
お
に
ぎ
り
な
ど

に
舌
鼓
。そ
の
後
は
冬
祭
り
も
行
わ
れ
、

冬
の
晴
れ
間
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
代
表
の
北
野

裕
太
郎
さ
ん
（
２
年
）
は
、「﹃
昔
み
た

い
な
楽
し
い
祭
り
を
や
っ
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
﹄
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
、
蒲
生
区
長
の
山
岸
清
司
さ
ん

（
68
歳
）
は
、「
良
い
と
こ
ろ
も
直
す
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
好
評
で
し
た
。

就
職
活
動
に
入
る
学
生
も
い
る
の
で
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
も
ら
い
楽

し
く
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

白熱したカモリンピック

慣れない作業も頑張りました

一番会場を盛り上げた“KMO48”のメンバー

ま
つ
だ
い
雪
ほ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
直
線
距
離
１
、
５
０
０
㎞
。
沖
縄
県

久
米
島
町
と
中
里
地
域
の
距
離
で
す
。

こ
の
２
地
域
の
共
通
点
で
あ
る
地
域
の

呼
び
名
の
�
な
か
さ
と
�
交
流
が
、
２

月
17
日
㈭
か
ら
20
日
㈰
の
４
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

20
年
目
の
節
目
と
な
っ
た
同
交
流

に
、
今
年
も
久
米
島
町
か
ら
14
人
の
児

童
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

流
活
動
は
、
平
成
３
年
に
沖
縄
県
の
旧

仲
里
村
と
旧
中
里
村
で
始
ま
り
、
冬
は

久
米
島
町
の
児
童
が
中
里
地
域
を
、
夏

は
中
里
地
域
の
児
童
が
久
米
島
町
を
訪

問
。
お
互
い
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
、
文
化
や
伝
統
体
験
を
通
じ
て
交
流

を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

　
田
沢
小
学
校
で
行
わ
れ
た
全
体
の
歓

迎
式
で
は
、
訪
問
生
代
表
の
仲
里
海
さ

ん
が
、「
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、

新
潟
の
文
化
を
知
っ
て
、
久
米
島
の
文

化
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
久
米
島

町
の
児
童
の
皆
さ
ん
は
中
里
地
域
の
３

つ
の
小
学
校
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
交
流
。
初
め
て
見
て
触
る
雪
を

満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
沢
小
学
校

で
は
、
ち
ん
こ
ろ
と
笹
だ
ん
ご
作
り
を

体
験
。
笹
だ
ん
ご
の
ス
ゲ
の
結
び
方
に

奮
闘
し
な
が
ら
、
仲
良
く
教
え
合
っ
て

作
成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
そ
れ

ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
合
流

し
、
ス
キ
ー
体
験
や
十
日
町
雪
ま
つ
り

な
ど
を
楽
し
ん
だ
児
童
の
皆
さ
ん
。
今

年
の
夏
、
久
米
島
町
で
ま
た
会
う
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

初心者歓迎！ソフトエアロビ講座

　初心者の人や足腰が痛む人など、どんな人で

も気軽にできるソフトエアロビ講座をミオン中

里で開催中です。２月23日㈬には12人が参加。

二人一組でボールを投げ合い、楽しく体をほぐ

した後は、呼吸を合わせて筋トレを行いました。

エアロビクスでは、リズムに乗って前後左右に

足踏み。続けて参加している人からは、「肩こ

りがなくなった」「風邪を引かなくなった」と

喜びの声があがっていました。

　同教室は毎週水曜日午後７時20分から約１

時間行っています。４月からは新たに月曜コー

スも新設。詳しくは中里支所市民課健康・子育

て係（☎763-3121）に問い合わせてください。

第
40
回
な
か
さ
と
交
流
会

年
つ
な
が
る
絆

笹だんご作りをしながら、野球など好きなこ
との話で盛り上がっていました
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カ
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ス
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スポーツで、まちを元気に

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759

スノーカントリーカフェ2011

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
体
内
に

つ
く
っ
て
お
子
さ
ん
の
健
康
を

守
っ
た
り
、
感
染
症
が
流
行
す

る
の
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

接
種
に
適
し
た
年
齢
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
年
齢
に
合
わ
せ

て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
各

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は
、
下

表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
対
象
年

齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
で
の
接
種

（
任
意
接
種
）
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　雪国観光圏では、「スノーカントリーカフェ

2011」と題して、縄文から続く雪国文化をテ

ーマとした講演会とワークショップを開催しま

す。国宝・火焔型土器群をはじめとする当地域

の観光資源について、観光圏内のさまざまな参

加者が集まって意見交換が行える機会です。今

回は市内での開催となりますので、奮って参加

してください。

 

■日時：３月18日㈮　午後１時30分～４時

◎第１部

　講演会（午後１時45分～３時）

　　「神秘の火」縄文から続く雪国スピリット

　　写真家　滋澤雅人さん

◎第２部

　ワークショップ（午後３時10分～４時）

　　世界に誇る雪国縄文文化

　　雪国の越冬食「漬物」を交えた座談会

■会場：クロス10

■申込み・問合せ：雪国観光圏事務局（湯沢

　町観光協会内☎025-785-5222、FAX025-

　785-5333）

※３月15日㈫までに申し込んでください

先月の南雲美佳さんからのバトンタッチ。

小川　将吾 さん
1987年生

NPO法人　ネージュスポーツクラブ勤務

◎
ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
、
春
と

秋
に
集
団
接
種
を
行
い
ま

す
。
日
程
は
市
報
や
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
そ
の
ほ
か
の
定
期
予
防
接
種

は
個
別
接
種
で
行
い
ま
す
。

個
別
接
種
は
、
接
種
を
受
け

る
人
が
直
接
医
療
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
お
子
さ

ん
が
い
る
家
庭
で
は
、
各
予

防
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
を

母
子
健
康
手
帳
で
確
認
を
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い

予防接種の種類 対象年齢 標準的な接種期間 接種回数・間隔

ＢＣＧ 生後６か月未満 生後３か月以上６か月未満 １回接種

ポリオ 生後３か月以上７歳６か月未満 生後３か月以上18か月未満 41日以上の間隔で２回接種

三種混合
第１期初回

生後３か月以上７歳６か月未満
生後３か月以上12か月未満 20〜56日の間隔で３回接種

第１期追加 初回終了から12〜18か月後 １回接種

二種混合 第２期 11歳以上13歳未満 11歳 １回接種

日本脳炎

第１期初回
生後６か月以上７歳６か月未満

３歳 ６〜28日の間隔で２回接種

第１期追加 初回終了からおおむね1年後 １回接種

第２期 ９歳以上13歳未満 ９歳 １回接種

麻しん
風しん

第１期 １歳以上２歳未満 ― １回接種

第２期 小学校就学の前年度 ― １回接種

第３期 中学１年生に相当する年齢 ― １回接種

第４期 高校３年生に相当する年齢 ― １回接種

※日本脳炎第１期の不足分は、第２期の年齢で受けられる特例措置があります

《定期の予防接種》

　
就
職
し
て
ま
だ
２
か
月
、
先
輩
た
ち
か
ら
学
ぶ

毎
日
で
す
。
ク
ラ
ブ
に
は
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
促
進
の
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
あ
り
、
現
在
は
小
学
生

の
陸
上
運
動
あ
そ
び
教
室
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
体
育
が
一
番
好
き
で
、ず
っ

と
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
き
た
の
で
、
楽
し
く
て
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
休
日
は
映
画
を
見
に
行
っ

た
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
し
ま
す
。

　
今
後
は
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
と

り
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
も
か
か
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
主
催
す
る
の
が
目
標
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
し
、
多
く
の
若

者
が
魅
力
を
感
じ
、
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
十

日
町
市
に
し
た
い
で
す
。
こ
の
地
域
と
市
民
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

村山　奏乃
　　　　ちゃん

むらやま　かのちゃん
平成20年10月24日生まれ
高田町３東

　たくさん言葉を覚えていっぱいおしゃべりできるようにな
ったかのちゃんは、ダンスが得意！AKB48の曲に合わせて、
自分で振付けをして踊ります。パパが大好きで、仕事から
帰ってくるとパパのそばから離れないかのちゃんです。

岩田　十萌
　　　　ちゃん

いわた　ともえちゃん
平成20年３月１日生まれ
四日町新田３　　（写真右）

　ちょっと人見知りしちゃうけど、踊るのが大好き
なともえちゃん。保育園の発表会では元気いっぱ
いにダンスを披露しました。仲良しのこうきお兄ち
ゃんといっしょに、ウルトラマンセブンに夢中です。
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２
月
26
日
㈯
か
ら
３
月

１
日
㈫
に
か
け
て
、
吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

場
で
全
日
本
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
短
い
距
離
で
競
う
ス

プ
リ
ン
ト
、
順
位
が
一
目

で
分
か
る
パ
シ
ュ
ー
ト
競

技
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ

れ
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
レ
ー

ス
に
、
観
戦
す
る
市
民
は

熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
開
催

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

　２月26日㈯・27日㈰の２日間、まつだい「農舞台」
を会場に「雪アートプロジェクト2011」が開催さ
れました。世界有数の豪雪地である越後妻有で、５
組のアーティストたちが雪アートに挑戦。雪を知り
尽くした、県内在住のアーティスト12人が集結し
た「雪アート・新潟ユニット」や、１万個のカラフ
ルな〝光のたね〟を雪原に植えて作りだした、色鮮
やかな光の花畑「Gift for Frozen Village」など
のアートが登場し、雪の可能性を感じさせました。

　２月26日㈯、ベルナティオで県内外の大学生が十日町市を舞台に
ビジネスプランを競い合う十日町市ビジネスコンテスト本選会が開催
されました。本選会では予選会を勝ち抜いた６チームが参加。各賞は
次のとおりです。○最優秀賞：チームＮＳＵ（新潟産業大学）「十日
町を糖菓町へ～スイーツで町おこし～」○２位：松本ゼミナール２軍

（長岡大学）○３位：チーム燦水会（新潟産業大学）○市長賞（東京・
京都vs県内対抗戦）：新潟県内チーム

雪アートプロジェクト2011

　２月23日㈬、水沢中学校で浴衣の着付け教室が
行われました。参加したのは、選択家庭科で浴衣を
製作した３年生６人。昨年の春から自分たちで縫い
上げて浴衣を完成させました。参加した大島櫻さん
は、「細かい作業が多く時間がかかったけど、完成
したときはとてもうれしかったです。ぜひお祭りの
ときに着ていきたい」と話しました。　

水沢中学校で浴衣の着付け教室

　

２
月
20
日
㈰
、
ま
つ
だ
い

郷
土
資
料
館
で
、
平
野
治
朗

さ
ん
主
催
の
現
代
舞
踊
「
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
40
人
の
観
客
は
ダ
ン
サ
ー

と
触
れ
合
う
ほ
ど
の
距
離
で

鑑
賞
。
観
客
は
動
く
ダ
ン

サ
ー
を
追
い
か
け
な
が
ら
最

後
は
外
に
飛
び
出
す
な
ど
、

夜
の
闇
と
光
・
音
楽
・
雪
が

も
た
ら
す
、
不
思
議
な
公
演

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

暗
黒
舞
踏
「
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

十日町市ビジネスコンテスト本選会開催

●
日
時
＝
４
月
10
日
㈰
午
後
１
時

〜
３
時
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演

＝
佐
々
木
美
緒
さ
ん
（
う
た
・
ピ

ア
ノ
）、
佐
々
木
央
崇
さ
ん
（
マ

ン
ド
リ
ン
）
●
会
場
・
問
合
せ
＝

た
か
き
医
院
（
☎
７
５
８
―
２
３

６
１
）

講
演
会
「
自
閉
症
の
人
た

ち
へ
の
支
援
」

　
自
閉
症
の
人
に
合
わ
せ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
実
践
や

問
題
行
動
を
軽
減
す
る
方
法
を
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
19
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
●
参
加
費
＝
１
、
０
０
０
円
●

講
師
＝
寺
尾
孝
士
さ
ん
（
札
幌
す

ぎ
な
園
統
括
施
設
長
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
障
が
い
者
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
（
☎
７
５

２
―
４
４
４
４
）

【
リ
サ
イ
ク
ル
本
市
】
情
報
館
の

蔵
書
で
不
要
に
な
っ
た
図
書
や
雑

誌
を
ゆ
ず
り
ま
す
。
利
用
に
は
情

報
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
●
日
時
＝
３
月
19
日
㈯
〜
25

日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
５
時
ま
で
、

22
日
㈫
は
休
館
日
）
●
持
ち
帰
り

冊
数
＝
図
書

：

上
限
な
し
、
雑

誌

：

１
人
５
冊
ま
で
【
読
書
サ
ロ

ン
第
４
弾
】
江
戸
時
代
を
舞
台
に

し
た
時
代
小
説
が
テ
ー
マ
で
す
。

お
気
に
入
り
の
時
代
小
説
を
持
ち

寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
参
加
者
同
士

で
お
気
に
入
り
の
小
説
の
感
想
や

魅
力
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
語
り
合

　
新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識

や
職
場
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び

ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
８
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
●
受
講
料
＝

会
員
２
、
０
０
０
円
、
非
会
員
４
、

０
０
０
円
（
昼
食
・
資
料
代
含
む
）

●
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
25
日
㈮

ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７
―
５
１
１
１
）

十
日
町
商
工
会
議
所

新
入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

【
学
校
対
抗
！
水
中
運
動
会
】
●

期
日
＝
３
月
21
日
（
春
分
の
日
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費
＝
６
０
０
円
●
定
員
＝

50
人
※
一
般
開
放
は
中
止
と
な
り

ま
す
【
女
性
限
定
教
室
体
験
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
】
期
間
中
無
料
で
１
回

受
講
で
き
ま
す
。
●
期
間
＝
３
月

28
日
㈪
ま
で
●
対
象
＝
成
人
女

性
【
春
の
体
験
教
室
】
期
間
中
何

度
で
も
す
べ
て
の
教
室
が
受
講
可

能
で
す
。
●
期
間
＝
３
月
28
日
㈪

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
各
種
イ
ベ
ン
ト

第
７
回
キ
ナ
ー
レ

「
や
せ
る
教
室
」
開
講
！

●
日
時
＝
３
月
24
日
㈭
〜
６
月
９

日
㈭
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
15
分

（
全
10
回
）
※
５
月
５
日
・
６
月

２
日
は
休
講
●
会
場
＝
明
石
の
湯

●
対
象
＝
成
人
男
女
●
参
加
費
＝

１
５
、
０
０
０
円
（
教
材
費
・
明

石
の
湯
入
浴
付
き
）
●
定
員
＝
15

人
●
講
師
＝
関
口
陽
子
さ
ん
（
エ

リ
ア
Ｄ
Ｏ
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１

１
７
）

い
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
３
月
29

日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
●
会
場
・

問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

情
報
館
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

ま
で
●
参
加
費
＝
５
、
０
０
０
円

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

た
か
き
医
院
チ
ャ
リ
テ
ィ

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会

手
打
ち
そ
ば
の
会

　
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
な

が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
黒
米
そ

ば
も
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

27
日
㈰
午
前
10
時
〜
（
交
流
会
は

正
午
こ
ろ
か
ら
）
●
会
場
＝
交
流

施
設
「
の
っ
と
こ
い
」
●
参
加
費

＝
一
般
１
、
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
７
０
０
円
、
幼
児
無
料
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
春
川
（
☎
７
５

９
―
２
２
１
６
）
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TOWN TOPIKS

TOWN TOPICSまちの話
題
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ニュージーランド地震への
募金のお願い

▼
今
回
の
市
報
の
表
紙
「
雪
上
カ
ー
ニ
バ

ル
」。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見
て
、
参
加

し
て
き
た
カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
が
、
今
年
は

新
鮮
な
印
象
で
し
た
。
例
年
よ
り
１
時
間

早
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
太
陽
が
ま
ぶ
し
い

ほ
ど
ス
テ
ー
ジ
を
照
ら
す
光
景
は
初
め
て

で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
で
見
る
タ

レ
ン
ト
さ
ん
が
、
ぐ
い
ぐ
い
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
お
連
れ
し
た
外
国
か
ら
の
お

客
様
も
総
立
ち
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
私
も

小
学
生
の
と
き
に
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
ま
し

た
が
、
客
席
で
こ
ん
な
に
踊
っ
た
の
は
初

め
て
で
し
た
。
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
踊

れ
ば
寒
く
な
い
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
！
そ
し
て
こ
れ
は
、
最
後
の
花
火
に
毎

年
思
う
こ
と
で
す
。

「
来
年
も
ま
た
見
た

い
！
」

▼
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
雪
原
カ
ー

ニ
バ
ル
な
か
さ
と
の
こ
と
を
書
こ
う
と
思

い
ま
す
（
す
み
ま
せ
ん
…
）。
今
年
は
３

月
12
日
㈯
開
催
で
、
２
万
本
の
ろ
う
そ
く

を
雪
原
に
設
置
予
定
で
す
。
こ
の
ろ
う
そ

く
を
風
や
雪
か
ら
守
る
紙
コ
ッ
プ
の
準
備

を
２
月
28
日
～
３
月
４
日
の
間
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
当
日
は
幻
想
的
な
世
界
を
演
出
で
き

そ
う
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
っ
と
今
年
は
晴
れ
て
、
次
号
で
大
成
功

と
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す
。
２
月
に
は
、
市
内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ

た
沖
縄
国
際
映
画
祭
用
の
映
画
の
１
シ
ー

ン
に
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
設
置
作
業
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
暖
か
い
沖
縄
で
ス
ノ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
の
風
景
が
、

ど
ん
な
風
に
観
客
の

目
に
映
る
の
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

(ひ) (石)
※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
平
成
23
年
度
の
「
食

品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
買
い
物

の
機
会
な
ど
に
食
品
表
示
の
状
況

を
確
認
し
、
県
に
情
報
提
供
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
対
象
＝
県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
で
、
定
期
的
な
報
告
や
研

修
会
へ
の
参
加
な
ど
が
可
能
な
人

●
募
集
人
数
＝
１
０
０
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
31
日
㈭
ま
で

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
子
育
て
応
援
の
た
め
、
一
時
的

に
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
保
育
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
「
い
ち
ご
」
代
表
　
酒

井
（
☎
７
５
７
―
４
０
０
５
）

第
23
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

出
演
団
体
募
集
！

　
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会

し
て
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
音
楽
祭
で
す
。
●
開
催

日
＝
６
月
26
日
㈰
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

初
心
者
か
ら
の
ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ

エ
イ
タ
ー
科
受
講
生
募
集

　
厚
生
労
働
省
の
緊
急
人
材
育
成

支
援
事
業
基
金
訓
練
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

作
成
の
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
●

日
時
＝
４
月
13
日
㈬
〜
10
月
13
日

㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

●
対
象
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職

申
込
み
を
し
、
受
講
を
勧
め
ら
れ

た
人
●
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
１
９
、
０
０
０
円
程
度
が
別

途
必
要
）
●
定
員
＝
20
人
●
申
込

●
募
集
期
間
＝
３
月
11
日
㈮
〜
25

日
㈮
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
き
も
の
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

商
店
街
に
飾
る
お
宝
を
募
集
し

ま
す
。
●
展
示
期
間
＝
４
月
29

日
（
昭
和
の
日
）
〜
５
月
10
日
㈫

●
会
場
＝
本
町
通
り
・
駅
通
り
・

昭
和
町
通
り
・
高
田
町
通
り
の
商

店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
及
び
店

内
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
６

日
㈬
ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

み
＝
３
月
16
日
㈬
ま
で
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
で
受
講
申
込
書
の
交
付

を
受
け
、
返
信
用
封
筒
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
80

円
切
手
を
添
付
し
て
申
込
書
と
と

も
に
問
合
せ
先
に
送
付
ま
た
は
持

参
●
会
場

・

問
合
せ
＝
〒
９
４
９

―
８
５
２
２
十
日
町
市
伊
達
甲
９

６
０
―
１
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基
金
訓
練
係

（
十
日
町
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

☎
７
５
０
―
２
８
７
０
）　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

７
節
対
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
戦
（
自

由
席
）
に
招
待
し
ま
す
。
詳
し
く

は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
４
月
24
日
㈰
午
後
１
時
試
合
開

始
●
会
場
＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
●
応
募
条
件
＝

市
内
在
住
●
募
集
人
数
＝
２
０
０

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
●

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
①
４

月
24
日
磐
田
②
住
所
③
氏
名
・
年

齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ
ッ
ト
の
希

望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥
後
援
会

資
料
請
求
有
無
を
記
載
し
送
付
※

１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
●
申
込

31
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
☎

７
５
７
―
８
９
１
８
）

み
・
問
合
せ
＝
４
月
８
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
〒
９
５
０
―
０
９
５

４
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１

―
10
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎

０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１
）

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
募
集

　
毎
年
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、

道
路
の
正
し
い
利
用
や
愛
護
活
動

を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
23
年

度
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推

進
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方

法
や
テ
ー
マ
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

m
lit.g

o
.jp

/
re

p
o
rt/

p
re

s
s
/

ro
a
d
0
1
_
h
h
_
0
0
0
1
4
6
.h

tm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
応
募
資
格

＝
小
学
生
以
上
●
応
募
締
切
り
＝

３
月
31
日
㈭
（
必
着
）
●
問
合
せ

＝
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通

管
理
課
（
☎
03
―
５
２
５
３
―
８

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
利
率
引
下
げ
な
ど
の
拡
充
措
置

が
終
了
し
ま
す
。
公
庫
の
借
入
残

高
を
一
本
化
す
る
「
お
ま
と
め
融

資
」
も
併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
３
月
15
日
㈫
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時
●
持
参
す
る
も

の
＝
過
去
２
期
分
の
決
算
書
・
申

告
書
、
直
近
の
試
算
表
、
印
鑑
●

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

14
日
㈪
午
後
３
時
ま
で
に
十
日
町

商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１

１
１
）

に
県
食
品
・
流
通
課
（
☎
０
２
５

―
２
８
０
―
５
７
４
３
）

十日町地域体育施設（10施設）が
指定管理制度に移行します

　４月１日㈮から、下記の施設が指定管理制度へ移行

します。体育施設の利用時間や休館日、施設予約窓口、

電話番号、FAX番号などに変更はありません。なお、

スポーツ振興課は市総合体育館内に事務室を置きます

が、電話番号が新しくなりますのでご注意ください。

【対象施設】

市総合体育館、武道館、市民体育館、笹山野球場、城

ヶ丘テニスコート、信濃川運動公園、青少年運動広場、

水沢運動公園、陸上競技場、十日町総合公園（野球場・

テニスコート）

【指定管理者】

特定非営利活動法人ネージュスポーツクラブ

（市総合体育館内　☎752-4377、FAX752-4375）

■問合せ：スポーツ振興課　☎756-5013（３月末ま

では☎752-4377）

寄付ありがとう
２月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝水野

良昭（東京都武蔵野市）高橋

豊（新潟市）高橋淳子（新潟

市）新井孝子（神奈川県横浜市）

前田礼（神奈川県川崎市）

●地域福祉基金寄付へ＝植木組豊

親会ひろば（24,184円）水沢

雪まつり会（13,710円）

●情報館へ＝南雲敏美（本屋敷）

野沢正夫（野口）池田力也（尾

崎）富井栄一（上野）山下多

恵子（新座３）村山博（稲荷

町３本通り）籾山旭太（池谷）

早川定雄（北浦田）生越誠一（上

新田３）関口忠邦（新潟市）

　市では、２月22日にニュージーランド

で発生した大地震の被災者を支援するた

め、募金を行います。皆さんのご協力をお

願いします。

◇期間：３月31日㈭まで

◇募金方法

募金箱：市役所本庁、分庁舎、各支所、各

公民館、キナーレ、千手温泉千年

の湯、ミオンなかさと、ゆくら妻

有、松之山温泉センター鷹の湯

振　込：第四銀行十日町支店　

　　　　普通　1510473　

　　　　ニュージーランド地震市民募金　

　　　　十日町市会計管理者　佐藤　実

◇問合せ：防災安全課　☎757-3197

ニュージーランド地震への
募金のお願い

十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
協
賛

「
お
ら
ち
の
お
宝
展
」

　
　
　
　
　
　
お
宝
募
集

１
１
１
）

物　　　件 間 取 り 家賃（月） 戸数

十
日
町

谷内丑住宅
（単身入居可）

平成11年度建築
鉄筋コンクリート３階建

６帖１室、
4.5帖１室、DK

17,700円　
〜26,300円

１戸

松
代

善宗塚住宅
（世帯用）

昭和52年度建築
簡易耐火３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円　
〜17,900円

１戸

松
之
山

松之山第１住宅
（世帯用）

昭和55年度建築
簡易耐火３階建

６帖３室、K
14,800円　
〜22,000円

１戸

湯山団地
（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、DK

50,000円 ２戸
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　

エ
ル
マ
ー
と

　
　

楽
し
そ
う
な
り
ゅ
う

春日　渓
けいすけ

介さん（３年）

　「エルマーと16ぴきのりゅう」と
いう物語の絵を描きました。エルマ
ーとりゅうが空や海を冒険している
ところで、一番好きな場面です。

　

ぼ
く
が
い
っ
ぱ
い

馬場　柊
しゅう

太
た

朗
ろう

さん（２年）

　虫の顔がみんな自分の顔になってい

ます。草むらなどでよく会えて身近な

ので虫にしようと思いました。一番う

まく描けたのはちょうちょうの顔です。

■ 人　口  59,967人（－88）  男  29,312人（－36）  女  30,655人（－52）
■ 世帯数  20,032世帯（－７） ２月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

69

吉
田
小
学
校

　

サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
る
よ
う

に
、
吹
雪
の
中
で
特
訓
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
吹
雪
の
模
様
は
、

ス
ポ
ン
ジ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
な
ど
を
使
っ
て
描
き
ま
し
た
。

相
崎
 
康こ
う
す
け介

さ
ん
（
１
年
）ふぶきのサッカー

　

学
年
行
事
で
釣
り
に
行
っ
た
と
き
、

ニ
ジ
マ
ス
が
３
匹
釣
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
魚
の
周
り
の
水
し
ぶ
き

を
う
ま
く
表
現
で
き
ま
し
た
。
今
度

は
海
で
釣
り
を
し
て
み
た
い
で
す
。

酒
井
 
大た
い

樹き

さ
ん
（
６
年
）

つれたぞ！ニジマス

■ 人　口  59,967人（－88）  男  29,312人（－36）  女  30,655人（－52）

　

大
空
へ
飛
び
た
て

中嶋　翔
かける

さん（５年）

　大きな鳥に乗って空を飛ぶ夢を見ま

した。知らない大きな町の上を飛んで

いて、気持ち良かったです。鳥に乗っ

ている様子が上手にできました。

　

外
か
ら
見
え
た

　
　
　

き
れ
い
な
雪
景
色

馬場　好
この

香
か

さん（４年）

　絵の中の私は、学校で小さなかま
くらを作っています。木の枝にも雪
を描いて、雪がたくさん積もってい
る感じを出しました。
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